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   A 63-year-old male was admitted with a complaint of right abdominal mass. A right renal tumor 
associated with direct invasion to liver and with lobulated cystic lesion and renal solitary cyst were 
diagnosed preoperatively by aortography and computed tomography. Transperitoneal radical 
nephrectomy and partial resection of liver metastasis were performed. Histological diagnosis was 
clear cell carcinoma with dilated tubuli. Tumor invasion to the inferolateral portion of the liver and 
to the renal solitary cyst wall were demonstrated by both gross and microscopic examinations. 
   The coexistence of tumor and cyst in the same kidney is rare. Our case probably had both the 
type I and II or III tumors according to Gibson classification. 
   Twenty months after radical nephrectomy, pulmonary metastases were detected by chest x-ray, 
tomography and bronchial arteriography. All metastatic lesions were replaced by fibrous change 7 
months after the four bronchial arterial infusions (BAI) of ADM 30 mg and irradiation with a dose 
of 5,000 rads to each lesion. 
    After 9 tumor-free months, recurrence of pulmonary metastases were pointed out by chest x-ray 
and tomography. They (four coin lesions) were treated with anticancer therapy, mainly irradiation 
and twice insufficient BAI. Three of them were occupied entirely by fibrous change and another solid 
one remained in the right pulmonary apex without enlargement for the past 4 months. 
   Radical nephrectomy and partial resection of the liver for the primary renal cell carcinoma with 
direct invasion to liver, BAI and irradiation for the two pulmonary metastases have kept the patient 
alive for 4 yearts. 
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既 往 歴;17歳;虫 垂炎 よ り腹 膜 炎 併 発
18歳;肺浸 潤
59歳;右 陰 嚢水 腫 根 治 術
現病 歴11979年春 よ り食 欲 不 振 あ り,某 内科 受 診 し,
肝機 能 障害 を 指 摘 され る.そ の 後,右 上 腹 部 腫瘤 を発
見 され,1980年1月14日当科 を紹 介 され た.DIPで
右 腎腫 瘍 が 疑 わ れ て,精 査 お よび 治療 の 目的 で 同 年2
月18日入 院 した.
現症=栄 養 良 好,血 圧132/92mmHg,豚拍76整,
眼 瞼結 膜 に 軽 度 貧血 を認 め る も黄 疸 はな い.表 在 リン
パ節 触 知 せ ず.右 悸 肋 下 腫 瘤 は鷲 卵 大 で表 面 平 滑,可
動性 良 好,圧 痛 軽度(+)で あ った.肉 眼 的血 尿(一),
体 重 減 少(+),微 熱(+).
入 院 時 諸 検 査結 果










尿 所 見:黄 色透 明,蛋 白(一),糖(一),pH5.5
沈 査:RBC(+),WBC(+),細 菌(一),細胞 診(一)
レ線 検査
胸 部 単純:肺 紋 理 の 増生 はみ られ るが転 移 性 病 変 は
























































































































































































































































































一 般 検 査 ,血 液化 学,検 尿 一般,腎 機 能 検 査 はTabIc
1に 示 した.
レ線 検 査:
胸 部 単 純 撮 影:右 肺 尖部 と左 下 肺 野 にcoinlesion
を認 めた(Fig.9).
胸 部 断 層 撮影 で胸 部 単 純 同様 右 肺尖 部 に1.4×1.2,
左 下 肺 野 に1.7×1,6のcoinlesionを認 め た(Fig.
10).KUBは 著変 な く,DIPで 左残 腎 は形 態 お よび
機 能 と もに正 常 で あ った.
気 管 支 動脈 造影:左 選 択 的 気 管 支動 脈 造 影 で 右 肺尖
部,左 下 肺 野 のほ か に 右 肺 門部 お よび 右 下 肺 野 に も転
移 巣 が 発 見 され,feedingarteryはい ずれ も 左気 管
支 動 脈 で あ った.い ず れ もtumorstain,encase-
mentな どmalignantの所 見 を と もな いmetastatic
lcsionと考 え られ た(Fig.11).
以 上 よ り肺 多 発 性 転移 と診断,他 臓 器 へ の あ き らか
な 転 移 巣 は な い と判 断 し,BAI(bronchialarterial
infusion)およびLinac照 射 の 併 用療 法 を 施 行 す る
こ とに し た.Linac照 射 は 転 移 巣 に 対 し て そ れ ぞれ
5,000radを目標 に で き るだ け 小範 囲 に 絞 り照 射 し
た.BAIは 約40日間 に 計4回 施 行 した.初 回 はAD-
Mを20mg,2回 目 か ら40mgを ゆ っ く り とone
shotに動 注 した.動 注 時 のbronchialarteriogam
で転移 巣 の血 管 像 の 変 化 を観 察 した が,著 変 は見 られ
な か った.胸 部 断 層撮 影 で転 移 巣 の 形 態 変 化 を追 跡 し
た が,4回 目のBAI施 行2ヵ 月 後 の縮 小 率 は それ ぞ
れ0%,21.4%,46.2%,76.7%で 肺 門 部転 移 巣が
PR,ほ か はNCと 考 え られ た.ADMのBAIと
Linac照射 に よ る副 作 用 で 鼻 口腔 粘膜 のerosionが
激 し く,経 静脈 栄 養 を 開 始 した と ころ,nonketotic
highosmoticdiabeticcomaに陥 った が 約2週 間
の 加療 で回 復 した.ADM,Irradiationによる骨 髄
抑制 は4回 目のBAI終 了1週 間 後 にWBC1,500/
Mm3,Plate.7.6×104/mm3まで 減 少 した が5日 ほ ど
で 回復 傾 向 を 示 した.全 身 状 態 の 改 善 を ま って1982年
4月4日 退 院 した.そ の後,咳 噺 強 く,木 瓜 お よびバ
リダ ー ゼ錠 の服 用 で 小康 を 保 って い た.BAI,Irradi-
ation終了後6ヵ 月経 過 した 時 期 の胸 部 断 層,CTで
山崎 ・ほか:多 発性嚢胞 ・腎細胞癌 823
Table1.入院 時 諸 検 査 結果
2回 目入 院1981・12・9
覧 鎌 痴嚇 講 鷹1贈・噛 職
36300/皿





尿検査 蛋 白(」),pH6噂0,濤 澄











尿 検 査 蛋 白(一),pH6.0清 澄
RBC(一),WBC(→,細菌 培 養(一),尿 細 胞 診classI
PSP15分:24.7%,Tota1:65.0%Ccr39.6ml/min
肺転 移 巣 は す べ て線 維 化 し,腫 瘍 陰影 は 消 失,1983年4
月 ま で再 発 は 見 られ なか った.肺 転移 巣 に 対 す るBA
I,Irradiation併用療 法 の 効果 はCRと 判 定 した.
(Fig.12,A～D).
第3回 目入 院1工983年5月9日,右 肺 尖 部 お よび 左
中肺 野 に 新 しい転 移 巣 が 発 見 され(Fig.i3),前回 同
様 の治 療 を お こ な う目的 で 入 院 した,血 液 一 般 検 査,
血 液 生 化 学,腎 機 能 検 査 成 績 はTablclに 示 した.
現 症 は2回 目入 院 時 よ りさ らに激 し くな った 咳 漱 を除
き,著 変 な く,表 在 リンパ 節 も触 知 され なか った.
治 療=BAIを 目的 にbronchialarteriographyを
施行 した が,前 回 のBAI,Irradiationの影 響 かIt-
bronch量alarteryは狭 小 化 し,feedingarteryか否
か 判 定 が 困 難 で あ った がADM40mgを 動 注 した.
右 肺 尖 部 は前 回照 射 部 位 と重 な る ため に3,000rad,
左 中 肺 野に は5,000radを目標 にLinac照 射 を お こ
な った.BAIはfeedingartcryがは っ き りしな い
の で,Peplomycin,OK432の全 身投 与 の方 針に 切
り換 え た.Linac照 射終 了近 くでbronchialarte-
riographyを施 行 した がlt-bronchialarteryは前
回 同 様選 択 が 困難 で あ った た めrt-bronchialarterio-
graphyを施 行 した,rt-bronchialbranchesはin-
tercostbronchialtrunkとして分 岐 し,右 上 肺野 お
よび 下 肺 野,肺 門 部 のtumorへfeedingarteryを
送 り,ま たanastomosisを介 し て左 下 肺 野 の転 移 巣
を もfeedingしてい た.左 中肺 野 の 転移 巣 へ のfe-
edingarteryは不 明 で あ ったがADM40mgを 動
注 した.rt-bronchialarteriogramで右 肺 門 部,両
下 肺 野 に 転 移 巣 が あ き らかに され た(Fig.14).呼吸
機 能 の低 下,骨 髄 抑 制 が み られ た た め,回 復 を ま って
1983年7月28日退 院 した.12月現 在,右 肺 尖 部 にso-
lidmetastaticiesionの残 存 を 認 め る も腫 大 傾 向 な














































告 し,本邦では中村 。磯部14)が141例中6 (4.3%),































例は7症 例あ り,内2例は4型 との鑑別が困難であっ
たようである.本症の場合,腎 細胞癌 とまった く無関
係な腎下極に小嚢胞が存在していた のでG量bsonの













































































































































































た.3回 目の入院時はBAIは 狭小化 した左気管支動









を照射 した.肺 呼吸機能は3回 目退院時に混合性障害
を示 したが退院後まもなくして回復した.治療効果は























4～5ヵ月の 時期で,1回 目は 全転 移巣がCR,
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